
   

 

新年のご挨拶 
 

  
新年明けましておめでとうございます。 
皆様方におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。 
当協会は、1962 年（昭和 37 年）8 月 29 日旧建設省（現国土

交通省）の認可を受けて設立された社団法人で、既に 48 年を経

過し 2012 年（平成 24 年）には、満 50 周年という節目を迎えるこ

とになります。 
（社）九州住宅建設産業協会

この間、国及び地方公共団体への協力をはじめ、住みよい街づく

りに貢献してきたと自負しているところです。 
理事長 諸藤 敏一 

今、不動産建設業界は、厳しい状況が続いております。 
平成 20 年 9 月サブプライムローン問題に端を発したリーマンショックが、世界経済危機の連鎖

へと波及し、我が国では、金融機関の貸し渋り、貸し剥がしが頻発。我々中堅企業に大打撃を与

え、かなりの仲間が倒産という悲劇に遭いました。一方では、所得の減少、雇用の停滞、将来へ

の不安等が国民の消費行動に大きな影を落としています。 
住宅投資の拡大は、我が国経済の建て直しに不可欠であり、その波及効果も大きいことは言うま

でもないところですが、国は早期に景気回復が実感として受け止められる社会の実現を目指す

政策を打ち出されることを念願しております。 
栄枯盛衰という言葉があるように、景気低迷の後には、必ず景気回復の波が訪れると信じてい

ます。 
この苦況の時期、自社の経営状況等を客観的に見つめなおし、さらなる発展に向けて力を蓄

えて頂きたいと思います。最後になりましたが、皆様方のご健勝ご多幸を祈念いたしまして私のご

挨拶と致します。 
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市民公開セミナー開催 
 

平成 22 年 11 月 18 日、天神ビルで社会貢献事業の一環として、元ＮＨＫ 
スポーツアナウンサーの杉山邦博氏を講師に招き「大相撲とスランプの時」と

題した 
「九住協市民公開セミナー」を開催した。講演会場には年配の大相撲ファン

ら一般市民約 100 人が詰め掛け、杉山氏の架空実況も交えた臨場感たっぷ

りの講演会に耳を傾けた。次に講演の一端をご紹介する。 
 講師：杉山邦博氏 

早
大
で
は
、
放
送
研
究
部
に
入
部
し
よ
う
と

し
た
が
、
「
声
が
マ
イ
ク
に
乗
ら
な
い
、
な
ま

り
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
断
ら
れ
た
。
こ
の

時
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
頑
張
っ
た
杉
山
氏
は

「
人
間
は
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
成
長
す

る
」と
強
調
し
た
。 

▼
杉
山
氏
は
、
横
綱
の
品
格
に
つ
い
て
触

れ
、
「
横
綱
は
公
人
で
あ
り
、
３
６
５
日
、
24

時
間
公
人
と
し
て
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
立
ち
居
振
る
舞
い
す
べ
て
に
お
い
て

手
本
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
相
撲

の
魅
力
は
『
抑
制
の
美
』
に
あ
り
、
勝
者
は
敗

者
の
気
持
ち
を
察
し
て
過
ご
す
。
勝
っ
て
お

ご
ら
ず
、
負
け
て
未
練
を
残
さ
ず
」
と
語
っ

た
。 

杉
山
氏
は
、
昭
和
28
年
名
古
屋
放
送
局
に

赴
任
、
翌
29
年
2
月
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
初
め
て
大
相
撲
を
中
継
、
以
来
69
代
の

白
鵬
に
至
る
今
日
ま
で
半
世
紀
に
亘
り
27

人
の
横
綱
の
誕
生
日
に
立
ち
合
っ
て
き
た
。 

▼
杉
山
氏
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
、
東
京
の
国

技
館
か
ら
ラ
ジ
オ
中
継
さ
れ
た
大
相
撲
放

送
に
熱
中
、
「
将
来
は
大
相
撲
放
送
を
実
況

し
た
い
」
と
子
供
心
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
の
志
望
を
強
く
し
た
杉
山

氏
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
多
く
輩
出
し
て

い
る
早
稲
田
大
学
へ
入
学
。 

昭
和
29
年
に
横
綱
に
な
っ
た
栃
錦
は
、
師

匠
の
春
日
野
親
方
か
ら
「
今
日
か
ら
は
毎

日
、
辞
め
る
時
の
こ
と
を
考
え
て
過
ご
せ
」 

 

こ
の
時
、
二
所
ノ
関
と
出
羽
海
一
門
の
壁

を
越
え
、
出
羽
海
親
方
は
、
協
会
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
若
乃
花
の

昇
進
を
決
断
し
た
。
杉
山
氏
は
「
企
業
の
ト

ッ
プ
に
立
つ
者
は
、
大
所
高
所
に
立
っ
た
経

営
判
断
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
評
価
に
つ
な
が
る
」と
語
っ
た
。 

▼
栃
錦
と
並
び
称
さ
れ
た
名
横
綱
・
初
代

若
乃
花
は
、
昭
和
30
年
9
月
場
所
で
、
横

綱
千
代
の
山
と
、
水
入
り
取
り
直
し
17
分

15
秒
に
及
ぶ
前
代
未
聞
の
大
勝
負
を
し

た
。
結
果
は
引
き
分
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
一
番

が
評
価
さ
れ
大
関
と
な
っ
た
。 

▼
横
綱
白
鵬
の
連
続
記
録
が
63
で
ス
ト
ッ
プ

し
た
。
九
州
場
所
の
2
日
目
（
平
成
22
年

11
月
15
日
）、
稀
勢
の
里
に
敗
れ
た
。
杉
山

氏
は
「
稀
勢
の
里
は
、
感
情
を
抑
え
実
に
静

か
で
立
派
だ
っ
た
」「
白
鵬
も
や
は
り
人
の
子

だ
っ
た
。
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
重
圧
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」と
語
っ
た
。 

栃
錦
の
引
退
後
、
若
乃
花
は
一
人
横
綱
と

し
て
、
佐
田
の
山
、
柏
戸
、
大
鵬
ら
の
後
継

者
を
育
て
引
退
し
た
。
杉
山
氏
は
「
上
に
立

つ
者
は
後
継
者
を
育
て
る
責
任
が
あ
る
」と

強
調
し
た
。 

「
桜
の
花
の
散
る
ご
と
く
相
撲
を
取
れ
」
と 

言
わ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
、
横
綱
は
常

に
出
処
進
退
を
念
頭
に
置
き
、
孤
独
で
己

と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。 

不
世
出
の
名
横
綱
と
い
わ
れ
る
双
葉
山
は
、 

昭
和
14
年
の

4
枚
目
の
安

連
勝
で

ス
ト
ッ
プ
し

1
月
場
所
4
日
目
で
、
前
頭 

た
。

敗

に
、
い
か
な
る
敵
に
も
無
心
で
、
徳
が

安
藝
ノ
海
に
突
か
れ
た
。
ま

 

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
」
と
語
り
、
白

 

だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な
い
と
の
思
い
が
、
「
イ

マ
ダ 

モ
ッ
ケ
イ
タ
リ
エ
ズ
」
の
電
文
に
込
め
ら

れ
た
。

杉
山
氏
は
「
こ
の
精
神
が
後
世
の
横
綱
、
相

撲
界
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
敗
者
の
気
持

ち
を
察
す
る
抑
制
の
美
は
、
白
鵬
に
は
間
違

い
な
く
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藝
ノ
海
に
敗
れ
、
69

 

は
、
知
人
に
「
イ
マ
ダ 

と
電
報
を
打
っ
た
。
モ

」
の
こ
と
で
、
木
で
彫
っ

れ
た
双
葉
山

モ
ッ

ケ
イ
タ
リ
エ
ズ
」

ッ
ケ

イ
と
は
、
「
木
鶏

た
鶏

の
よ
う

鵬
が
「
さ
ら
に
人
格
を
磨
き
、
新
た
な
連
勝

街
道
を
進
み
、
双
葉
山
の
記
録
を
抜
く
機

会
が
来
る
と
思
う
。
そ
の
時
は
、
日
本
人
全

部
が
応
援
す
る
日
本
人
以
上
の
日
本
人
た

り
得
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
。
」
と
語
り
講
演

を
結
ん
だ
。

充
実
し
た
様
子
を
た
と
え
た
中
国
の
寓
話

を
引
用
し
た
。 

木
鶏
の
よ
う
に
不
動
心
に
な
る
こ
と
を
座

右
の
銘
に
し
て
い
た
双
葉
山
も
、
勝
ち
を
重

ね
る
う
ち
に
重
圧
と
な
り
、
心
の
ス
キ
も
生

ま
れ
、
そ
こ
を
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第 11 回九住協チャリティーボウリング大会開催 
平成 22 年 10 月 26 日、毎年恒例の九住協チャリティー

ボウリング大会が、福岡市博多区の博多スターレーンで

行われ、31 チーム 124 名が参加し、熱戦を繰り広げた。

この大会は、九住協会員の交流促進と地域社会への奉仕

の一環として毎年行われているもので、今年で 11 回目

を迎えた。 

第 11 回団体優勝チーム：新榮都市開発㈱ 

大会で拠出された募金 170,570 円は、病気で苦しむ患児

と そ の 家 族 の た め の 滞 在 施 設 を 提 供 し て い る

「福岡ファミリーハウス」に寄贈した。 
 

九住協 11 月研修会開催 
平成 22 年 11 月 15 日、九住協研修広報部会主催による 11 月研修会が、八重洲博多ビルにて行われ、34
名が参加した。今回は 3 部構成で行われた。テーマと講師は次の通り。 
①「改正土壌汚染対策法に基づく届出・調査について」㈱アースアプレイザル九州 小島愛氏 
②「全宅住宅ローン『フラット 35』利用促進について」全宅住宅ローン㈱九州支店 小川良一氏 
「大変便利な損害保険、総代理店制度について」富士火災海上保険㈱福岡支店 坂口雅則氏 

③「緑化が可能な新商品『モスグラス』のご紹介」㈱e-ガーデン造園広場  川邊光正氏 
 
 
 
 
 
  

㈱e-ガーデン造園広場㈱アースアプレイザル九州
 代表取締役 川邊光正氏ﾁｰﾌｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 小島愛氏

関西地区住宅見学会（東西 3 協会交流会）開催 
平成 22 年 11 月 25 日、26 日に大阪住宅産業協会（大

住協）の協力を得て、関西地区住宅見学会（東西 3 協

会交流会）を実施した。昨年度より、日本住宅建設産

業協会（日住協）と大住協を交えての 3 協会で、｢東西

3 協会交流会｣という形式で行っており、今回は初めて

関西で実施した。約 80 名（九住協からは、２６名） 

【見学会風景】 
 
 
 
 
 

ほどが集まり、大変有意義な意見交換がなされた。  

見学先と講演会は次の通り。  
『スケジュール』  

【懇親会風景】 11 月 25 日 
【見学会】 
・「ブランシエラ吹田片山公園」（㈱長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ） 
・「シャルール八尾旭ヶ丘」（㈱ビーバーハウス） 
【講演会】 
テーマ「直近の近県不動産市場について」 
講 師：石丸敏之氏（㈱不動産経済研究所 大阪事務所長） 

【懇親会】 
11 月 26 日 
【見学会】 
・「兵庫耐震工学研究所センター Ｅディフェンス」  
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九住協忘年会開催 
平成 22 年 12 月 2 日、毎年恒例の九住協忘年

会が、「博多い津み」で行われた。 

 

今回は、前回より参加者が増え 65 名ほどの参

加があり、会員一致団結して頑張ろうと誓い合

い、大いに盛り上がった懇親の場となった。 
 

第 3 回 九住協ｺﾞﾙﾌ同好会 

本年度第３回九住協ｺﾞﾙﾌ同好会が、12 月２日、

福岡カンツリーゴルフクラブにて和やかに行

われました。参加者は、20 名。 

(左)第 3 回優勝:㈱ﾄｰﾏｲ 代表取締役 中島正裕氏 

前回のゴルフ会でオブザーバー参加だった㈱

信和工業 代表取締役 仁上純氏と㈱JIN 建築

設計 代表取締役 武本勇氏も入会後初めてゴ

ルフ会員として初参加となった。 
会員数は現在 35 名。 
次回の第 4 回ゴルフ会は、来年の春 4 月頃を予

定している。 
 

九住協 12 月研修会開催 
平成 22 年 12 月 7 日、九住協研修広報部会主催による 12 月研修会が、八重洲博多ビルにて行わ

れ、32 名が参加した。今回は、「“組織で勝つ”“仕組みで売る”営業組織の作り方セミナー」と

題して、㈱日本エル・シー・エー住宅不動産事業部 副部長 佐藤浩康氏が講演、これからの住

宅不動産業界をどう乗り越えるか、住宅会社における営業組織のあるべき姿などについて 3 時

間あまり説明した。講演では、説明を聞くだけでなく、ディスカッションを随所に折込、日頃、

交流がない会員同士が意見交換し、内容の濃い研修会となった。 
 

【講習会風景】  
 
 
 
 
 
 
 
 
㈱日本エル・シー・エー 
住宅不動産事業部 
副部長 佐藤浩康氏 
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九 住 協 会 員 情 報 コ ー ナ ー 

（平成 22 年 12 月 22 日現在） 

平成 23 年 1 月 1 日 
福岡本部 99 
鹿児島県支部 30 
合  計 129 

【 新 入 会 員 】

（11～12 月入会 敬称略） 
福高総合技術コンサルタント㈱ 
トラストネットワーク㈱ 
㈱エイジェント 
㈱サンアクア 

 
 
高倉 力矢 
渡邉 靖司 
服部 準 
三明 宏一 

【退会会員】 
ARD・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰｽﾞ㈱ 

1
月
20
日 

1
月
13
日 

12
月
7
日 

12
月
2
日 

12
月
2
日 

11
月
25
・26
日 

11
月
18
日 

11
月
15
日 

11
月
11
日 

11
月
4
日 

11
月
11
日 

11
月
4
日 

10
月
28
日 

10
月
26
日 

10
月
21
日 

10
月
5
日 

パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児
島 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡 

八
重
洲
博
多
ビ
ル 

博
多
い
津
み 

福
岡
カ
ン
ツ
リ
ー 

関
西
地
区 

天
神
ビ
ル 

八
重
洲
博
多
ビ
ル 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
鹿
児
島
敬
天
閣 

福
岡
市
役
所 

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
見
学
ツ
ア
ー 

西
部
ガ
ス
リ
ビ
ン
グ
ス
タ
ジ
オhinata 

（キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
Ｆ
） 

九
州
電
力
イ
リ
ス
福
岡
（イ
ム
ズ
６
Ｆ
） 

博
多
ス
タ
ー
レ
ー
ン 

京
都
市 

第
二
大
西
ビ
ル 

鹿
児
島
県
支
部 

新
年
賀
詞
交
歓
会 

新
年
賀
詞
交
歓
会 

12
月
研
修
会 

忘
年
会 

九
住
協
ゴ
ル
フ
同
好
会 

関
西
地
区
住
宅
見
学
会
（東
西
３
協
会
交
流
会
） 

一
般
公
開
セ
ミ
ナ
ー
杉
山
邦
博
講
演
会 

11
月
研
修
会 

鹿
児
島
県
支
部
11
月
定
例
会 

福
岡
市
都
市
計
画
担
当
と
3
協
会
の
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
（第
３
回
） 

第
３
回
戸
建
て
購
入
セ
ミ
ナ
ー 

第
2
回
戸
建
て
購
入
セ
ミ
ナ
ー 

第
1
回
戸
建
て
購
入
セ
ミ
ナ
ー 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

（社
）
住
協
連
全
国
大
会 

研
修
広
報
部
会 

九
住
協
活
動
実
績
・予
定 

 


